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はじめに ─ 小さなお店こそ、Xを使い倒せる

「Xなんて、若い人や大企業のもの」── そう思っていませんか？

2026年のXは、むしろ小さなお店、小さな会社にとって追い風が吹いています。1月にアルゴリズムが
大きく変わり、フォロワー数の多さよりも「興味のある人にどれだけ刺さるか」が評価されるように
なったからです。AIがあなたの投稿を読み、それを欲している人へ自動で届けてくれる。これは、広告
予算を持たない小さな事業者にとって、これ以上ない朗報です。

シャープのアカウントが800万人にフォローされる必要はありません。地元の常連さんが、雨の日にあ
なたの店のチョコパンを買いに来てくれる。出張中の経営者が、たまたま見たあなたの投稿で問い合
わせをくれる。Xはそういう「点と点を結ぶ」道具として、いま最も強い力を持っています。

本書は、SNS担当を任されたばかりの中小企業の販促担当者と、家業や個人店を切り盛りするス
モールビジネスの店主のために書かれました。難しい理論は最低限。明日から手を動かせる具体
策を中心にまとめています。Xでつまずいた方も、これから始める方も、ぜひ最初のページから
読み進めてください。 

各章の最後にはチェックリストと、コピペで使えるテンプレートを収録しました。完璧を目指さず、ま
ず投稿してみる ── それが2026年のXで成功する最大のコツです。
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C H A P T E R

01
2026年のXを知る
何が変わって、何が変わらないか

Xはこの1年で大きく変化しました。アルゴリズムが公開され、AI「Grok」

が中核に組み込まれ、評価基準が根本から変わりました。本章では2026年

のXの姿を素直に受け止め、小さな事業者にとってのチャンスを整理しま

す。 
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第1章 2026年のXを知る ─ 何が変わって、何が変わ
らないか

1.1 数字で見るXの現在地

6,700万
日本国内の月間アクティブユーザー数

36歳
日本のXユーザー平均年齢(20代中心、上下に幅広い)

75倍
いいねに対するリプライ往復のスコア重み(2026年
新アルゴリズム)

4週ごと
アルゴリズムが更新されるサイクル

1.2 2026年1月の大変革

2026年1月20日、X(旧Twitter)はアルゴリズムをGitHub上で完全にオープンソース化しました。これは
単なる技術公開ではなく、Xというプラットフォームの哲学そのものが変わったことを意味します。

もっとも大きな変更点は3つあります。

AI「Grok」が中核に ── 投稿の意味を深く理解し、興味のあるユーザーへ自動配達

「いいね」より「会話」を重視 ── リプライの往復、引用ポストが圧倒的に評価される

4週ごとの更新 ── アルゴリズムは生き物。一度の正解が長く続かない

1.3 小さな事業者にとっての追い風

アルゴリズムがAI主導になったことで、フォロワー数の多寡より「投稿の質」と「ユーザーの興味との
一致」が重視されるようになりました。これは小さな事業者に圧倒的に有利です。

2026年のXが小さな店に味方する3つの理由

① フォロワー1万人より、ファン100人：濃いつながりがアルゴリズムに評価される
② 地域や業界の専門性が武器：Grokがニッチを認識し、必要な人に届ける
③ 大企業の真似をしなくていい：「中の人」の人柄こそ、最大の差別化 

1. 

2. 

3. 
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1.4 変わらないもの ─ Xの本質

アルゴリズムが変わっても、Xの本質は変わりません。それは「いま、ここで起きていること」を共有
する場であること。リアルタイム性、拡散性、対話性  ──  この3つが揃ったSNSは他にありません。
Instagramのような美しさより、TikTokのような演出より、Xに求められているのは「生の声」です。

1.5 他のSNSとの使い分け

SNS 強み 小さな店での使い方

X リアルタイム・拡散・対話 日々の発信、お知らせ、お客様との会話

Instagram ビジュアル・世界観 商品写真、店内雰囲気、ブランド構築

TikTok 動画・若年層・拡散 商品の使い方、舞台裏、若い顧客開拓

LINE公式 クローズド・1対1 常連客への告知、クーポン配布

Facebook 40代以上・地域 地域コミュニティ、年配客との接点

すべてやろうとしないこと。Xを軸に、Instagramだけ並行する、くらいが小さな事業者には現実的で
す。

第1章 確認チェックリスト

2026年1月のアルゴリズム変更で何が変わったか説明できる☐

自分の店・会社にXが向いているか判断できた☐

他のSNSとの使い分けの方針が決まった☐

「フォロワー数より関係の濃さ」という考え方を納得した☐
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C H A P T E R

02
アカウント設計
最初の30分で勝負は決まる

プロフィール画像、ヘッダー画像、自己紹介文。たった3つの要素です

が、ここの完成度がフォローされる確率を決めます。本章ではゼロから30

分でプロのアカウントに見える設計法を解説します。 
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第2章 アカウント設計 ─ 最初の30分で勝負は決まる

2.1 アカウントの目的を決める

「とりあえず始める」が最大の落とし穴です。Xを始める前に、何のためにやるのかを言語化してくだ
さい。目的によって投稿内容も、フォローすべき相手も変わります。

目的 主な投稿内容 成功の指標

来店促進 本日のおすすめ・営業情報・限定品 来店時の「Xを見て」の声

EC・通販誘導 商品紹介・季節商品・在庫状況 プロフィールクリック・URL遷移

BtoB問い合わせ 業界知識・事例・自社ノウハウ DM・問い合わせ件数

採用・人材獲得 社内文化・働く人の声・募集情報 採用応募数

ブランド認知 世界観・ストーリー・キャラクター 指名検索の増加

2.2 プロフィール画像 ─ 4秒で伝える

タイムラインで投稿が表示されたとき、ユーザーが画像を見る時間は0.3秒、プロフィールを開いて判
断する時間は4秒と言われます。この4秒で「フォローする価値があるか」を決められてしまいます。

プロフィール画像、3つの正解

① 店舗・企業ロゴ：認知度がある場合の王道
② 看板商品の写真：パン屋ならクロワッサン、整骨院なら施術風景
③ 店主の顔写真：地域密着・個人色を出したい場合に最強 

やってはいけないプロフィール画像

・素材サイトのフリー画像(誰でも使える=記憶に残らない)
・初期設定の卵のアイコン(放置アカウントと判断される)
・解像度の低い古い写真(プロ意識が伝わらない)
・ペットや子どもの写真(よほどキャラ化しない限り混乱を招く) 
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2.3 ヘッダー画像 ─ 一目でわかる名刺

ヘッダーは1500×500ピクセルの大きな看板です。ここに以下を盛り込みます。

店舗・会社名

所在地(地域密着なら必須)

営業時間(店舗の場合)

キャッチコピー(何屋さんか一言で)

ウェブサイトURLや連絡先

Canvaなどの無料ツールを使えば、テンプレートから10分で作れます。プロに頼む必要はありません
が、文字は大きく、要素を詰め込みすぎないこと。スマホで見たときに読めるかが基準です。

2.4 自己紹介文(プロフィール文)の黄金パターン

160文字という制限の中で、フォロワー予備軍に「これは自分のための情報源だ」と思わせる必要があ
ります。型に当てはめれば誰でも書けます。

小さな事業者向け プロフィール文の型

【1行目】何をする店・人か(肩書き)
【2行目】何を発信するか(テーマ3つ程度)
【3行目】読者へのメリット(あなたが得られるもの)
【4行目】営業情報や所在地
【5行目】固定ポストへの誘導 

パ ベーカリー○○|水戸の小さなパン屋
@bakery_xxxx

水戸市郊外の小さな町のパン屋(親子二代)
🥐毎朝4時から焼く天然酵母パン
🌾季節の素材で月替わりメニュー
🏪お客様の「美味しい」が原動力
営業:火-土8:00-18:00 定休:日月
↓今週のラインナップは固定ポストから 

2.5 ユーザー名(@ハンドル)の決め方

一度決めると変更が面倒なため、最初に慎重に決めます。基準は3つ。

覚えやすい:長すぎず、ローマ字で読める

• 

• 

• 

• 

• 

1. 
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業種や地域がわかる:bakery_mito、shika_chofuのように

他SNSと統一:InstagramやFacebookと同じハンドルが理想

2.6 固定ポスト(ピン留め)で第一印象を仕上げる

プロフィールを開いた人が最初に読む投稿が、固定ポストです。ここに「自己紹介+おすすめ商品3つ
+リンク」をまとめた渾身の1ポストを配置します。

固定ポストの好例

はじめましての方へ。

水戸でパン屋をやっています、トオノです。
妻が前職の経験を活かしてXを始めました。

当店の人気3品はこちら👇
①天然酵母のあんパン
②季節のフルーツデニッシュ
③国産小麦の食パン

店舗詳細・通販→[リンク] 

この1ポストで、店の特徴・人柄・おすすめ・連絡先が全て伝わる

第2章 確認チェックリスト

2. 

3. 

Xを使う目的を1行で書けるか☐

プロフィール画像は4秒で「何屋さん」とわかるか☐

ヘッダーに必要情報が盛り込まれているか☐

自己紹介文の5行構成ができているか☐

ユーザー名は覚えやすく、業種が伝わるか☐

固定ポストに渾身の自己紹介を配置したか☐
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C H A P T E R

03
2026年アルゴリズムの
仕組み

なぜあの投稿は伸びて、自分の投稿は伸びないのか。その答えはアルゴリ

ズムにあります。本章ではAI主導になった2026年のXの仕組みを、難しい

技術用語を使わず、明日の投稿から活かせる形で解説します。 
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第3章 2026年アルゴリズムの仕組み

3.1 「おすすめ」タブの仕組み

Xには「フォロー中」と「おすすめ(For  You)」の2つのタイムラインがあります。フォロワー以外の人
に投稿を見てもらえるのは「おすすめ」タブだけ。ここに表示されるかどうかが、投稿が伸びるか埋
もれるかの分かれ道です。

「おすすめ」に表示される流れは、毎日5億件投稿されるポストから、各ユーザー向けに約1,500件に
絞り、Grok(AI)がそれぞれにスコアをつけて、上位だけが届けられます。

3.2 評価される行動「12のシグナル」

Grokは投稿に対するユーザーの反応を見て、「次に同じ系統の投稿を多くの人に届けるか」を判断し
ます。重要度の高い順に並べます。

順位 シグナル 意味

1 リプライ往復 会話が続く=最高評価(いいねの75倍と言われる)

2 引用ポスト 自分の意見を添えて拡散=高評価

3 プロフィールクリック 「この人もっと知りたい」=強い興味

4 動画視聴(50%以上) 動画を最後まで見た=深い関与

5 画像展開 画像を拡大して見た=注目

6 シェア(DM・リンクコピー) 誰かに教えたい=高評価

7 滞在時間 ユーザーが投稿を長く見た=質が高い

8 リポスト 拡散=広く届ける指標

9 ブックマーク 後で読み返したい=保存価値

10 いいね 1秒で押せる軽い反応(影響度は低い)

11 フォロー 長期的な関係性のシグナル

12 外部リンクのクリック リンク先への興味

Xの教科書 2026 ─ 中小企業・スモールビジネス向け 12 / 52



3.3 評価を下げるネガティブシグナル

ポジティブな反応が増えても、ネガティブシグナルがあると一気に評価が落ちます。一部の指標では
「報告1件で、いいね738回分の効果が無効になる」とまで言われます。

これをされると、投稿はもう伸びない

・ミュート(この投稿を見たくない)
・ブロック(このアカウントを遮断)
・「興味がない」報告
・スパム報告
・即時離脱(2秒以内にスクロールされる) 

3.4 「Unregretted User Seconds」という考え方

2026年のXが目指しているのは「ユーザーが、この時間を使ってよかったと思える秒数の最大化」で
す。短い英語で「Unregretted User Seconds(後悔しないユーザー秒数)」と呼ばれています。

KEYWORD ／ Unregretted User Seconds

ユーザーが「Xを見て、この時間を無駄にしなかった」と感じる秒数を最大化することがXの目
標。つまり、深い・有益・面白い・心動かす投稿が評価される。逆に「時間を返してほしい」と
感じる投稿(誇大煽り、釣りタイトル、薄い情報)は容赦なく沈められる。 

3.5 小さな事業者が意識すべき3つのこと

アルゴリズムを味方につける3原則

① 会話を生む投稿:答えを書ききらず、問いを残す
② 滞在時間を稼ぐ:複数枚画像、動画、長文ポストを織り交ぜる
③ ジャンルを絞る:Grokに「この人は〇〇の専門」と認識させる 

3.6 「会話を生む」具体例

× 会話を生まない投稿

本日のおすすめは塩バターパンです。ぜひお
買い求めください。

○ 会話を生む投稿

本日の塩バターパン、いつもより塩を強めに
しました。皆さんは塩バターパン、塩強め
派?バター強め派?
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後者は「塩派です!」「うちはバター!」とリプが来やすい構造です。リプが来れば、お店側も返信でき
ます。この往復こそがアルゴリズムにとっての金鉱です。

第3章 確認チェックリスト

「おすすめ」タブと「フォロー中」の違いを理解した☐

12のシグナルのうち、リプライ往復が最重要だと知った☐

ネガティブシグナルがあると評価が一気に落ちることを知った☐

会話を生む投稿の作り方をイメージできた☐

自分の業種で「ジャンル」を1〜2つに絞れた☐
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C H A P T E R

04
伸びる投稿の
作り方

投稿の構造には公式があります。本章では小さな事業者がすぐ使える投稿

パターンを9つ、実例付きで紹介します。明日からそのまま使えるテンプレ

も収録しました。 
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第4章 伸びる投稿の作り方

4.1 1投稿の基本構造

2026年のXで伸びる投稿は、ある共通の構造を持っています。

伸びる投稿の4層構造

① フック(1行目):止まる、引っかかる、気になる一言
② 本文(2-4行目):価値・情報・発見の中身
③ 共感or問い(終盤):読者を会話に引き込む
④ ビジュアル:画像か動画で滞在時間を稼ぐ 

4.2 やってはいけない投稿パターン

同じ素材で、伸びる投稿に書き直す

今朝4時に焼いた天然酵母のあんパン、
中のあんこは祖母の代から60年同じ製法です。
甘さ控えめなのは、パン生地の旨みを
邪魔しないため。

あんパンは「あん」と「パン」、
皆さんはどっち重視で選びますか?
[画像:断面写真] 

背景・こだわり・問いかけ・画像 = 滞在時間と会話を稼ぐ

伸びない投稿の典型

本日も元気に営業中です!
パンが焼き上がりました!
お待ちしています! 

情報量ゼロ・反応の余地なし・画像なし
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4.3 9つの投稿パターン

パターン①「裏側公開」型

普段見えない作業や工程を見せる。仕入れ、仕込み、清掃、梱包など。

例:「うちの店では○○のため、朝○時から△△しています。なぜかというと…」

パターン②「専門知識」型

業界では当たり前でも、お客様には知られていない知識を共有。

例:「美容師しか知らない、髪を傷ませないドライヤーの当て方」

パターン③「お客様エピソード」型

お客様との会話や心温まるやり取りを紹介(個人特定は厳禁)。

例:「今朝『この前のパン、孫が大喜びでした』とお客様が…」

パターン④「失敗談・弱み」型

完璧でない人間味こそ、共感を生む。

例:「今朝、塩を入れ忘れました…(全部やり直し)」

パターン⑤「比較・選び方」型

選択肢を見せて読者に選ばせる。リプを誘発しやすい。

例:「あんぱん派?クリームパン派?(個人的にはあんぱん3:7派)」

パターン⑥「数字・データ」型

数字は視線を止める。ただし背景もセットで。

例:「うちのパン、1日120個売れます。売れ残り0を目指して20年」

パターン⑦「季節・タイミング」型

今、この瞬間にしかない情報。

例:「桜が満開の今だけ、桜あんパン始めました(数量限定)」

パターン⑧「ストーリー」型

創業秘話、商品開発の苦労話、お客様との関係性の物語。

例:「父が60年前にこの店を開いた理由は…」
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パターン⑨「質問・アンケート」型

Xの投票機能を使う。直接的に会話を作る最強の方法。

例:「次の月替わりパン、皆さんならどれ?[投票:いちじく/栗/かぼちゃ]」

4.4 画像・動画の使い方

2026年のXは、画像・動画なし投稿は不利です。理由は「滞在時間」「画像展開」「動画視聴」という
シグナルが取れないから。

素材 効果 制作のコツ

商品単体写真 食欲・購買欲を刺激 明るい場所、シズル感、スマホで十分

店内・店主写真 親近感・信頼感 笑顔、自然な姿、撮影は他の人に依頼

作業動画(15秒) 滞在時間UP 無音でも伝わる、字幕があると尚良し

4枚画像 情報量の多さ 「タップで4枚縦並び」になる構成も

BeforeAfter 変化の見える化 美容・整体・修理業との相性抜群

4.5 親ポストにURLは貼らない ─ 2026年の鉄則「3段スレッド構造」

これは2026年のXで最も重要な実践テクニックの一つです。「自社サイトに誘導したい」「ECに飛ば
したい」「予約ページを見せたい」── 気持ちは分かりますが、最初の投稿(親ポスト)にいきなりURL
を貼るのは現在のアルゴリズムでは致命的な「悪手」です。

なぜ親ポストのURLが致命傷なのか

プラットフォーム側はユーザーを外部サイトへ逃したくありません。一方、私たち発信者はサイ
トへ誘導したい。この「インセンティブの不一致」のため、リンク付きの親ポストには強力な露
出制限がかかります。表示回数が一気に落ち、その結果クリックも減る ── 誘導したくて貼っ
たリンクが、誘導の足かせになるのです。 

解決策:3段スレッド構造

この制限を回避し、インプレッションを最大化しながら確実に誘導する最適解が、投稿を3段階のス
レッド(連投)に分ける構造です。

3段スレッド構造の設計図
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① 親ポスト(Hook):関心の喚起
  役割 ─ タイムラインを流れるユーザーの指を止める
  手法 ─ 業界の「意外な事実」や「切実な悩み」を1行目に。外部リンクは一切貼らない

② 子ポスト(Body):専門性の提供
  役割 ─ スレッドを開いたユーザーに有益な知識を与え、信頼を構築する
  手法 ─ 箇条書きによる構造化テキストと、現場の熱量が伝わる画像・短尺動画を併用

③ 孫ポスト(Action):行動の喚起
  役割 ─ 納得したユーザーをオウンドメディアへ導く
  手法 ─ ここで初めて「詳細・予約はこちら」とURL提示。ハッシュタグは最大2個まで 

よくある勘違い ─ ただ3回投稿するだけでは意味がない

ここで多くの方が誤解します。「3段スレッド」は、時間をあけて3回別々に投稿することではあ
りません。同じ話題を3回ばらばらに投稿しても、それぞれが独立した投稿として扱われ、親ポ
ストのURL制限を回避する効果は得られません。

正解は、1つの親ポストに対して、子ポストと孫ポストを「リプライ(返信)」の形で自分自身に
つなげること。これによって3つの投稿が「1本のスレッド(会話の連なり)」として認識されま
す。 

3段スレッドの作り方 ─ スマホでの操作手順

実際のスマホ操作手順

方法A:投稿画面から連続作成(おすすめ)
①投稿画面を開き、親ポストの内容を入力
②投稿欄の右下にある「+」ボタンをタップ
③下に新しい入力欄が現れるので、子ポストの内容を入力
④もう一度「+」をタップして、孫ポストの内容を入力
⑤右上の「すべて投稿」をタップ → 3つの投稿が一括でスレッドとして公開される

方法B:後から追加する場合
①親ポストを通常通り投稿する
②投稿された自分の親ポストを開く
③親ポストの下にある「返信」欄に子ポストの内容を入力して投稿(自分の投稿に自分で返信す
る)
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④さらにその子ポストに「返信」する形で孫ポストを投稿
※方法Bは、親ポストの反応を見てから子・孫を作りたいときに便利 

正しい構造のイメージ

🏪 スレッドの見え方

📌 親ポスト(Hook) ── タイムラインに表示される投稿
   ┗ 💬 子ポスト(Body) ── 親への自分のリプライ
      ┗ 💬 孫ポスト(Action) ── 子への自分のリプライ

これによって、ユーザーが親ポストをタップして詳細を開くと、子・孫が会話形式で続けて読め
る状態になります。タイムラインを流れるのは親ポストだけなので、リンクの拡散制限を受けま
せん。 

やってはいけないパターン

✗ 3つの投稿を別々のタイミングで単独投稿する

  → それぞれが独立した投稿になり、繋がりが認識されない

✗ 親ポストに「続きはリプ欄に」と書くだけで、自分でリプを付けない

  → 他人のリプに紛れて子・孫が見つけられない

✗ 子ポスト・孫ポストを別アカウントから投稿する

  → スレッドとして繋がらない。必ず同じアカウントから自己リプライ 

スレッドかどうかの確認方法

投稿後、自分のプロフィール画面で親ポストを見たとき、投稿の下に「スレッドを表示」または
子・孫ポストが縦に繋がって表示されていれば成功です。表示されない場合は、別々の独立投稿
になっている可能性があります。 

3段スレッド構造の実例

①親ポスト(Hook) ─ リンクなし、関心を引く

パン屋を20年やってきて、お客様に一番聞かれるのは
「翌日も美味しく食べる方法ありますか?」という質問。
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実は、冷蔵庫はパンの天敵なんです。
正しい保存方法、ご存じですか? 

↓この続きはスレッドで(リプライツリー)

②子ポスト(Body) ─ 専門性で信頼を構築

正しいパンの保存方法はこの3つ。

①常温:1〜2日以内に食べるなら
  紙袋に入れて直射日光を避ける
②冷凍:3日以上保存なら
  1個ずつラップ→冷凍庫へ
③解凍:食べる直前に
  自然解凍→トースターで温め直し

冷蔵庫は最もパンを劣化させる場所です。
[画像:保存方法の図解] 

画像があるとさらに滞在時間が伸びる

③孫ポスト(Action) ─ ここで初めてリンクを貼る

詳しい保存方法と、冷凍に向くパン・向かないパンの一覧は
当店ブログにまとめました🥖

本日の焼き上がり情報・通販はこちら
👉 https://example.com/

#水戸のパン屋 #ベーカリー 

ハッシュタグは2個まで、情報のカテゴリーをAIに明示

なぜこれが効くのか

段階 アルゴリズム上の効果

親ポスト リンクなしのため拡散制限を受けず、最大限のインプレッションを確保

子ポスト スレッドを開く=滞在時間が伸びる(高評価シグナル)

孫ポスト すでに興味を持って読み進めた人だけが見るため、リンクのクリック率が高い
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直感に反するようですが、リンクを「最後」に持ってくることこそが、結果として最も多くの流
入を生むのです。「最初に売り込まない」が2026年のXで成功する黄金律です。 

3段スレッド構造を使うべき場面

ブログ記事・オウンドメディアへの誘導

ECサイト・予約ページへの誘導

イベント・キャンペーンの告知

新商品・新サービスの発表

ニュースリリース・プレス情報

逆に「今日のおすすめ」のような日常投稿は1ポストで完結させてOK。誘導目的のときだけ3段構造を
使い分けるのがコツです。

4.6 ハッシュタグの正しい使い方

ハッシュタグについては「2026年は意味ない」「3個まで」と諸説ありますが、結論はこうです。

2026年のハッシュタグ運用

・多用は逆効果:5個以上はスパム判定リスク
・1〜2個に厳選:地域名、商品ジャンル、業界
・記念日タグは効く:#猫の日 #餃子の日 など季節モノは拡散しやすい
・本文に自然に溶かす:文末羅列ではなく文章中に 

4.7 投稿時間 ─ いつ投稿すべきか

時間帯 状況 向く投稿

7-9時 通勤・朝の準備 朝の挨拶、本日の予定、商品案内

12-13時 昼休み 飯テロ、軽い情報、おもしろネタ

17-19時 退勤・夕食準備 夕食ネタ、店舗営業情報

21-23時 くつろぎ時間 長文、ストーリー、深い話、夜食ネタ

業種によって最適時間は違います。飲食なら食事の前後、BtoBなら平日昼か朝、店舗ビジネスなら閉
店後のまとめ投稿など、自分の顧客のリズムに合わせて。

• 

• 

• 

• 

• 

Xの教科書 2026 ─ 中小企業・スモールビジネス向け 22 / 52



第4章 確認チェックリスト

伸びる投稿の4層構造を理解した☐

9つのパターンから自店で使えそうなものを3つ選んだ☐

毎回画像か動画を必ず添える方針を決めた☐

誘導目的の投稿には3段スレッド構造を使うと決めた☐

親ポストには絶対にURLを貼らないルールを徹底する☐

ハッシュタグは1〜2個に絞ることにした☐

自分の顧客に最適な投稿時間帯を決めた☐
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C H A P T E R

05
続けるコツと
運用ルーティン

Xで成果を出す最大の壁は「続かないこと」です。本章では、本業を抱えな

がら無理なく続けられる運用ルーティンと、ネタ切れを防ぐ方法を具体的

に解説します。 
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第5章 続けるコツと運用ルーティン

5.1 投稿頻度の正解

「毎日投稿しないとダメ」と書かれた記事もありますが、本業を持つ事業者には現実的ではありませ
ん。2026年のXは「投稿数」より「1投稿あたりの質」を重視するため、無理して数を打つよりも、続
けられる頻度が最適解です。

運用レベル 頻度 こんな人向け

初心者 週2-3投稿 本業が忙しい、まず続ける癖をつけたい

中級者 1日1投稿 運用に慣れ、リズムができた

上級者 1日2-3投稿 専任担当者がいる、本気で伸ばしたい

5.2 ネタ切れを防ぐ「ネタストック法」

毎日「何を投稿しよう」と悩む時間こそ最大の無駄。あらかじめネタをストックしておけば、投稿に5
分しかかからなくなります。

ネタストックの作り方

① スマホのメモアプリに「Xネタ帳」を作る
② 気づいたら即メモ:お客様の言葉、業界知識、季節の話題
③ 週1回、まとめて投稿準備:30分で5本下書き
④ カテゴリで管理:商品・店主の話・専門知識・季節モノ 

5.3 1日の運用ルーティン例

朝(10分)

タイムラインを5分流し見:業界トレンド・反応すべき投稿を確認

朝の挨拶投稿(あるいは商品案内):3分

昨日の投稿への返信:2分

昼(5分)

昼の投稿(あれば)

• 

• 

• 

• 
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新しいフォロワーの確認・お礼DM(必要に応じて)

夜(10分)

夜の投稿(その日のまとめ・予告など)

リプライ返信

反応の良かった投稿のメモ

合計25分。これを週5日続ければ、3ヶ月で景色が変わります。

5.4 リプライの「返し方」が運命を分ける

2026年アルゴリズムは「リプライ往復」を最高評価しています。だからこそ、もらったリプには必ず
返すこと。返し方にもコツがあります。

× 会話を止める返信

「ありがとうございます!」
「嬉しいです!」
「コメントありがとう!」

→ ここで会話が終わる

○ 会話を続ける返信

「ありがとうございます!Aさんのオススメも
気になります。最近行かれた店あります
か?」

→ 質問で次のリプを誘う

5.5 続かなくなる5つの罠

反応がなくて萎える → 最初の3ヶ月は誰でも反応ゼロ。気にせず続ける

完璧を目指す → 60点で投稿。直せば良い

他人と比較する → 比較対象は昨日の自分

ネタ切れ → ネタストックを作っておく

炎上が怖い → 第10章で対策を学ぶ

5.6 自分でやるか、外注するか

SNS運用代行サービスは月10万〜30万円が相場。中小企業や小さなお店には現実的でないことも多い
でしょう。基本は内製。ただし、以下のいずれかに当てはまるなら部分的な外注も検討余地がありま
す。

ヘッダー・プロフィール画像の制作だけプロに依頼(数千円〜)

キャンペーンの設計・運用だけスポット依頼

分析レポートだけ月1万円程度で発注

• 

• 

• 

• 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

• 

• 

• 
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第5章 確認チェックリスト

自分に合った投稿頻度を決めた☐

ネタストックの仕組みを作った☐

1日の運用ルーティン(朝・昼・夜)を組んだ☐

リプは必ず質問で返す癖をつけた☐

3ヶ月は反応ゼロでも続ける覚悟ができた☐
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C H A P T E R

06
業種別
私の店ならこう使う

本章では業種別に、Xで成果を出すためのテーマ設定と投稿アイデアを具体

的に解説します。あなたの業種に近いものを参考にしながら、自分なりに

アレンジしてみてください。 
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第6章 業種別 ─ 私の店ならこう使う

6.1 飲食店・カフェ・ベーカリー

テーマ:今日のおすすめ・季節商品・店主のこだわり・お客様の声

🏪 飲食店の投稿アイデア

・本日のおすすめメニュー(朝の仕込み中の写真と一緒に)
・新メニュー開発の試行錯誤
・食材の仕入れ先・生産者の紹介
・常連さんの「いつもの」を紹介(顔出しなし)
・天候や季節に合わせた一言(雨の日のメニュー、夏限定)
・閉店後の店内の様子(明日への準備) 

飲食店は「飯テロ」が王道。深夜21時以降の投稿は特に効果が高いです。

6.2 美容室・サロン・整体院

テーマ:Before/After・専門知識・お客様の悩み解消・施術風景

🏪 サロン業の投稿アイデア

・施術ビフォー/アフター(許可必須)
・季節別のヘアケア・スキンケアアドバイス
・自宅でできるセルフケア(専門家としての発信)
・施術メニューの裏側・使用商材の紹介
・スタッフの一日(人柄を見せる)
・予約状況のリアルタイム発信 

6.3 工務店・リフォーム業

テーマ:施工事例・専門知識・職人の腕・お客様との関係

🏪 工務店の投稿アイデア

・施工現場のBefore/After
・「これは知っておきたい」家のメンテナンス豆知識
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・職人の道具・技術の紹介
・お引き渡し時のお客様の笑顔(許可必須)
・台風・地震などの後の点検アドバイス
・社長・職人の素顔 

マイホーム検討層と年齢層が一致するため、Xは工務店と相性抜群です。

6.4 小売店・専門店

テーマ:入荷情報・選び方ガイド・季節商品・店主の目利き

🏪 小売店の投稿アイデア

・本日の入荷品(リアルタイム性が命)
・「○○の選び方」プロの目線
・在庫切れ・再入荷お知らせ
・店主のうんちく・歴史話
・他店との違い・うちの強み
・季節商品の予約受付 

6.5 BtoB・専門サービス業

テーマ:業界知識・課題解決ノウハウ・自社事例・働く人の素顔

🏪 BtoB企業の投稿アイデア

・業界の最新動向・解説
・「よくある相談」と回答
・自社の取り組み・ニュース
・社員の素顔・社内文化
・展示会・セミナー告知と振り返り
・問い合わせ事例(秘密保持の範囲で) 

6.6 個人事業主・フリーランス

テーマ:専門性の発信・実績共有・人柄・働き方

🏪 個人事業主の投稿アイデア
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・専門分野の知見をシェア
・案件の進捗(秘密保持を守りつつ)
・働き方・仕事観
・趣味や日常(人間味)
・他の専門家への質問・対話
・ブログやnoteへの誘導 

6.7 業種共通の「強い投稿」3選

業種を問わず効く投稿パターン

① 「中の人」エピソード:店主・社員の素顔こそ最強の差別化
② お客様/取引先との物語:感動・笑い・気づきを共有
③ 業界の常識を疑う発信:「実はこうなんです」と常識を覆す 

第6章 確認チェックリスト

自分の業種の投稿テーマを3つ選んだ☐

来週の投稿を5本下書きできた☐

「中の人」を出す覚悟が決まった☐

お客様への許可取りフローを決めた☐

投稿の写真撮影スタイルを決めた☐
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C H A P T E R

07
キャンペーンと
フォロワー獲得術

フォロワーを意図的に増やす手段としてキャンペーンは有効ですが、間違

えるとアカウント評価を下げる諸刃の剣です。本章では小さな事業者でも

実施できる効果的なキャンペーン設計を解説します。 
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第7章 キャンペーンとフォロワー獲得術

7.1 フォロワー獲得の3ステップ

1 基礎を固める(0〜100人):プロフィール完成、固定ポスト設置、毎週投稿。家族・友人・取引
先・常連客に告知して50人を目標に。

2 地道に増やす(100〜500人):同業者・地域アカウント・関連業界をフォロー&リプライ。質の高
い投稿を週5本。3〜6ヶ月続ければ500は届く。

3 キャンペーンで加速(500〜):基礎ができたところでフォロー&リポストキャンペーンを実施。一
気に1000の壁を超える。

7.2 キャンペーンの種類

種類 仕組み 難易度 効果

フォロー&リポスト 条件達成者から抽選で景品 低 フォロワー増・拡散

リプライ参加型 質問への回答をリプで募集 中 エンゲージメント向上

引用ポスト型 感想を引用ポストで投稿 中 UGC獲得

ハッシュタグ型 指定タグで投稿してもらう 高 UGC・ブランド浸透

来店連動型 来店時にX画面提示で特典 低 リアル送客

7.3 小さな事業者向けキャンペーン設計

予算1万円以下でできるキャンペーン例

飲食店:「フォロー&リポストで店内ドリンク無料券抽選で5名」
美容室:「フォロー&リプ(髪の悩みコメント)でトリートメント無料」
小売店:「フォロー&リポストで人気商品セット抽選で1名」
パン屋:「フォロー&引用ポスト(食べた感想)で次回100円引き」 

7.4 キャンペーン実施の手順

目的を決める:フォロワー増?来店促進?認知拡大?

景品を決める:自社商品・サービス・割引券。現金や換金性高いものは規約違反のリスク

1. 

2. 
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応募条件を明確化:「フォロー」「リポスト」「期限」を明記

応募期間は1〜2週間:長すぎると忘れられる

キャンペーンポストを作成:画像で景品を視覚化

結果発表:DM通知+お礼ポスト投稿

分析:何人増えたか、その後の継続率は

7.5 やってはいけないキャンペーン

アカウント停止リスクのある危険な施策

・現金や金券のプレゼント(プラットフォーム規約に抵触する場合あり)
・複数アカウントでの応募を強要
・他人になりすました応募を誘発する仕組み
・薬機法に抵触する効果効能の表示
・景表法に違反する誇大表現 

7.6 オーガニックでフォロワーを増やす王道5手法

同業者・関連業者をフォロー:50〜100アカウントから始める

毎日5件、質の高いリプライ:大手アカウントへの建設的なコメント

引用ポストで自分の意見:他人の投稿に+αする発信

地域・業界ハッシュタグ参加:#水戸グルメ #茨城のお店 など

店頭・名刺でのX告知:オフラインからの導線

7.7 「インプレッションゾンビ」にならない

これだけはやめましょう

無関係な大手投稿に「すごいですね!」「勉強になります!」と毎日コピペ的にリプを送る行為は
「インプレッションゾンビ」と呼ばれ、嫌われるだけでなくアカウント評価が下がります。リプ
は数より質。あなたが本当に共感した投稿に、自分の言葉で。 

第7章 確認チェックリスト

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

フォロワー獲得の3ステップを理解した☐

自店に合うキャンペーンの種類を選んだ☐
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キャンペーン実施の7手順をメモした☐

NGキャンペーンを避ける方針を確認した☐

オーガニック施策を毎日のルーティンに組み込んだ☐
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C H A P T E R

08
X Premiumと認証バッジ
課金すべきか

青いバッジ、金色のバッジ、ベーシック・プレミアム・プレミアムプラ

ス。複雑になったXの有料サービスを、中小企業・スモールビジネス向け

に整理します。「課金すべきか」の判断基準もお伝えします。 
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第8章 X Premiumと認証バッジ ─ 課金すべきか

8.1 認証バッジ3種類の整理

色 名称 対象 取得方法

🔵 青 Premium認証 個人(企業の個人アカも可) X Premium加入+審査

🟡 金 Verified Organizations 企業・組織(法人格) Premium Business加入+審査

⚫ 灰 政府機関認証 政府・公的機関 個別審査

8.2 X Premiumの3プラン

プラン 月額(Web版) 主な機能

ベーシック 344円 投稿編集・取消、長文投稿、広告少なめ。認証バッジなし

プレミアム 918円 青バッジ、おすすめ表示優先、広告なし、収益化資格

プレミアムプラス 6,080円 プレミアムの全機能+完全広告非表示+優先サポート

※ スマホアプリからの登録はやや高くなります。Web版(PCブラウザ)から登録するほうがお得です。

8.3 Verified Organizations(Premium Business)

企業・組織向けの認証は、月額数万円〜と一般プランより高額です。金色のチェックマーク、四角いプ
ロフィール画像、関連アカウントへのバッジ付与など、本格的に企業ブランディングを行う組織向け
の仕様になっています。

8.4 中小企業・スモールビジネスの判断基準

課金すべきかどうかの判断フローチャート

Q1: フォロワーは500人以上ある?
  NO → まずは無料で運用、基礎を固める
  YES → Q2へ

Q2: Xから売上・問い合わせが発生している?
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  NO → ベーシック(月344円)で長文投稿・編集機能を活用
  YES → Q3へ

Q3: 法人格を持っている?
  NO → プレミアム(月918円)で青バッジ取得
  YES → Premium Businessを検討 

8.5 認証バッジ(青)で得られるメリット

信頼性向上:なりすまし防止、お客様の安心感

おすすめ表示の優先:アルゴリズム上で有利

長文投稿可能:25,000文字まで投稿できる(無料は140文字)

投稿の編集機能:誤字を後から直せる

動画の高画質・長尺アップロード

広告収益化への参加資格

8.6 認証バッジで失うもの

認証バッジのデメリット

かつて認証バッジは「特別な存在の証」でしたが、現在は誰でも(課金すれば)取得できるため、
バッジ単体での「ステータス価値」は下がっています。「課金者=自慢したい人」と冷ややかに
見るユーザーも一部存在します。バッジを付ける目的は「信頼担保」と「機能拡張」と割り切る
のが現実的です。 

8.7 結論 ─ 段階的に課金していけばよい

0〜500フォロワー:完全無料で十分。基礎運用に集中

500〜2000フォロワー:ベーシックで長文・編集機能を活用

2000〜5000フォロワー:プレミアムで青バッジ+優先表示

本格的に法人ブランディング:Verified Organizationsを検討

第8章 確認チェックリスト

• 

• 

• 

• 

• 

• 

1. 

2. 

3. 

4. 

3種類の認証バッジの違いを理解した☐

X Premiumの3プランの違いを把握した☐
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自店の現状でどのプランが適切か判断した☐

Web版から登録するほうが安いことを知った☐

段階的に課金する方針を決めた☐
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C H A P T E R

09
分析と改善
何を見れば、何を直せばいいか

やみくもに投稿していても上達しません。本章ではX標準のアナリティクス

機能を使った最低限の分析と、改善サイクルの回し方を解説します。難し

い分析ツールは不要です。 
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第9章 分析と改善 ─ 何を見れば、何を直せばいいか

9.1 X標準アナリティクスの使い方

X  Premiumに加入していなくても、自分の投稿のインプレッション数・エンゲージメント数は確認で
きます。投稿の下にある棒グラフアイコンをタップすればOK。

9.2 見るべき5つの指標

指標 意味 参考目安(中小企業)

インプレッション 投稿が表示された回数 フォロワー数の3〜5倍が標準

エンゲージメント 反応総数(いいね、リプ、リポスト等) インプの2〜5%

プロフィールクリック プロフィールが見られた回数 多い=新規層に届いている

リンククリック 外部リンクが押された回数 EC・問合せ誘導の指標

新規フォロワー数 その投稿経由のフォロー フォロー価値ある投稿か判定

9.3 月次の振り返り(30分)

月末30分でできる振り返りメニュー

① その月のベスト投稿3つを抽出(インプレッション順)
② ワースト投稿3つも抽出
③ ベスト投稿の共通点を洗い出す(時間帯・テーマ・形式)
④ ワースト投稿の共通点も洗い出す
⑤ 来月は「ベストの形式を増やし、ワーストの形式を減らす」を決める 

9.4 「バズ」と「持続性」のバランス

たまに大バズりする投稿(数十万インプレッション)は嬉しいものですが、それがビジネスにつながると
は限りません。大事なのは「自分のお客様候補に届いているか」。地元の50リプライのほうが、無関
係層からの1万いいねより価値があることは多々あります。
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9.5 改善サイクルの回し方(PDCA)

P Plan(計画):今月のテーマ・投稿頻度・キャンペーン有無を決める

D Do(実行):計画通り淡々と投稿し続ける

C Check(分析):月次でアナリティクスを確認、ベスト/ワースト抽出

A Action(改善):翌月の計画に反映する

9.6 「数字に振り回されない」心構え

数字を見ると一喜一憂しがちですが、Xの本質は「人とのつながり」です。インプレッションが少なく
ても、リプライで深い会話ができた投稿は宝です。逆にインプレッションが多くても薄い反応しかない
投稿は、改善の余地があります。

数字は「自分のお客様により深く届いているか」の物差しとして使う ── これが2026年の分析
の基本姿勢です。 

9.7 競合・参考アカウントのウォッチング

同業他社・参考にしたい先輩アカウントを5〜10アカウントリストアップし、月1回まとめて観察しま
す。

どんな投稿が伸びているか

どんな話題に反応しているか

キャンペーンの設計

プロフィール・ヘッダー画像

「中の人」の出し方

真似ではなく、「自分の店なら、どうこれを応用するか」を考える材料に。

第9章 確認チェックリスト

• 

• 

• 

• 

• 

X標準アナリティクスの使い方を覚えた☐

見るべき5指標を理解した☐

月末30分の振り返りルーティンを決めた☐

「数字に振り回されない」心構えができた☐
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参考アカウントを5つ以上リストアップした☐
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C H A P T E R

10
炎上を防ぐ
やってはいけないこと

Xの最大のリスクは炎上です。一度の失言で、十数年積み上げたブランドが

一夜で崩れることもあります。本章では炎上を未然に防ぐ知恵と、もし起

きたときの対処法を解説します。 
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第10章 炎上を防ぐ ─ やってはいけないこと

10.1 中小企業・小さな店こそ炎上は致命傷

大企業はリスク管理部門があり、PR代行も雇えますが、中小企業や個人店には、そんな体力はありま
せん。だからこそ「炎上を起こさない」予防策が何より重要です。

10.2 炎上の典型パターン10

パターン 事例 予防策

政治・宗教発言 選挙・政党への言及 業務に関係ない話題は触れない

差別的発言 性別・年齢・国籍へのステレオタイプ 属性をネタにしない

誇大広告 「業界No.1」「絶対に効く」 事実に基づく表現のみ

顧客情報漏洩 来店客の発言・写真の無断公開 必ず許可取得、撮影前確認

従業員批判 退職者の悪口、社内事情 個人攻撃は絶対NG

競合貶し 「他社は○○だが当社は…」 自社の強みだけを語る

不謹慎ネタ 災害時の販促、痛ましい事件への便乗 大事件の発生時は投稿を一時停止

パクリ・盗用 他人の文章・画像の無断使用 引用は明示、画像は自社撮影

ステマ疑惑 PR表記なしの紹介 必ず「#PR」「#提供」表記

反論・喧嘩 批判リプへの感情的応戦 放置か、冷静な対応のみ

10.3 投稿前の3秒チェック

投稿前に必ず自問する3つのこと

① これを誰が見ても傷つかないか?
特定の属性・立場の人を傷つける表現になっていないか。

② 事実と違うことを言っていないか?
誇張・不正確な表現はないか。数字や効能に注意。

Xの教科書 2026 ─ 中小企業・スモールビジネス向け 45 / 52



③ 1年後の自分が後悔しないか?
感情的・反射的な投稿は、後で消しても拡散される。 

10.4 「中の人」のリスク管理

中小企業のXは「中の人」の個性が魅力ですが、同時に最大のリスクポイントでもあります。担当者が
一人で運用している場合、その人の調子が悪い日に問題発言が出る可能性があります。

「中の人」リスク対策

・下書き保存→翌日見直し:怒り・愚痴系は一晩寝かせる
・第二の目:同僚や家族にチェックしてもらう
・NGワードリスト:政治・宗教・差別的表現を投稿禁止に
・休む勇気:体調が悪い日、感情的な日は投稿しない 

10.5 もし炎上が始まったら

慌てて削除しない:削除は逃げと取られ、火に油を注ぐ。スクショは既に拡散済

事実関係の確認:何が問題視されているか、冷静に把握

誠実な謝罪文:言い訳は禁物。「○○の表現で不快な思いをさせ申し訳ない」

原因の説明と再発防止:何が悪かったのか、今後どうするか

沈黙期間:しばらく投稿を控え、騒ぎが収まるのを待つ

記録する:何が悪かったかを社内で共有、教訓化

10.6 法令違反のリスク

特に注意すべき4つの法律

景品表示法:誇大広告・優良誤認(「No.1」「絶対」など)
薬機法:化粧品・健康食品の効能効果表現(「治る」「効く」NG)
著作権法:他人の文章・画像・キャラクターの無断使用
個人情報保護法:顧客情報の無断発信 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 
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10.7 ブロック・ミュートの正しい使い方

不愉快なリプライや明らかな営業アカウントには、迷わずブロック・ミュートを使うべきです。「失
礼ではないか」と気にする必要はありません。あなたの精神衛生を守ることのほうが、見ず知らずの
人への気遣いよりも大事です。

第10章 確認チェックリスト

終わりに ─ 小さなあなたの声を、必要な人へ

本書を読み終えたあなたへ。Xは難しいツールではありません。言葉と画像で、あなたの店・
あなたの会社の魅力を、世界に開かれた場所に置く。それだけのことです。

もちろん、最初は誰も反応してくれません。投稿しても投稿しても、いいねは0、リプは0、
フォロワーは増えない。それは普通のことです。3ヶ月、半年、1年と続けて、初めて「あ、X
を見てきました」というお客様が現れます。

そのとき、あなたは知ることになります。Xは、あなたの店の前を通らない人にも、あなたの存
在を伝えてくれる魔法の道具だということを。雨の日に来てくれる常連さん、出張先からわざ
わざ寄ってくれる新規さん、遠方から通販を申し込んでくれるお客様  ──  彼らはみな、Xとい
う小さな窓から、あなたを見つけてくれた人たちです。

2026年のXは、フォロワー1万人いなくても、お金をかけなくても、続けてさえいれば必ず誰か
に届く場所になりました。AIが、あなたの言葉を必要としている人へと運んでくれます。

完璧を目指す必要はありません。今日のおすすめを、今日のお客様の笑顔を、今日のあなたの
想いを、ただ言葉にして投稿してみてください。それが、Xで成功するための、たった一つ
で、最も難しい秘訣です。

炎上の典型10パターンを把握した☐

投稿前の3秒チェックを習慣化することを決めた☐

「中の人」リスク対策の仕組みを作った☐

炎上時の対応6ステップを覚えた☐

関連法令(景表法・薬機法など)の存在を認識した☐
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─ 小さなお店、小さな会社、小さな個人事業主の皆様へ

付録A:30日スタートアッププラン

本書を読み終えてすぐ、行動に移すための30日プランです。1日10〜30分でできる内容にしました。

Week 1:準備期(基盤を作る)

Week 2:発信期(投稿の癖をつける)

Week 3:対話期(関係性を作る)

Day 1:アカウント作成、ユーザー名決定、メール認証☐

Day 2:プロフィール画像・ヘッダー画像をCanvaで作成☐

Day 3:自己紹介文(160文字)を5行構成で書く☐

Day 4:固定ポストにする「自己紹介+おすすめ3つ」を作成☐

Day 5:同業者・地域アカウントを30アカウントフォロー☐

Day 6-7:タイムラインを観察、業界の雰囲気を掴む☐

Day 8:初投稿(自己紹介+店舗写真)☐

Day 9-13:1日1投稿、9つのパターンから日替わりで選ぶ☐

Day 14:1週間の振り返り(ベスト投稿は何だった?)☐

Day 15-21:毎日1投稿+他人の投稿に質の高いリプ5件☐

Day 18:固定ポストを最新版に更新☐

Day 21:初めての引用ポストに挑戦☐
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Week 4:発展期(初キャンペーンに挑戦)

付録B:すぐ使える投稿テンプレ集

朝の挨拶テンプレ

「おはようございます☀  今朝の○○(店名)は、△△(本日の特徴)。本日は○時から○時まで営業してお
ります。皆さまにとって良い1日になりますように」

新商品紹介テンプレ

「【新商品のお知らせ】
本日から○○(商品名)が登場します。
(商品の特徴1)
(商品の特徴2)
(商品の特徴3)
価格は△△円。皆さまならどんなときに食べたい(or 使いたい)ですか?
[画像]」

季節商品テンプレ

「春が来ました🌸  当店では今年も○○(季節商品)を販売します。△△年続けてきた人気商品で、リ
ピーターの方も多いです。今年こそ食べたい(使いたい)、という方はDMでご予約ください」

お客様エピソードテンプレ(個人特定なし)

「先日、ご来店のお客様から『○○(感想)』というお言葉をいただきました。なんとも嬉しいお言葉
で、スタッフ一同ありがたく受け止めております。皆さまの『美味しい』の一言が、私たちの一番の励
みです」

Day 22-23:小さなフォロー&リポストキャンペーンを設計☐

Day 24:キャンペーン開始☐

Day 25-29:キャンペーン運用、リプ返信☐

Day 30:1ヶ月の振り返り、来月のテーマを決める☐
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裏側公開テンプレ

「○○(商品)は、毎朝△△時から仕込みを始めます。なぜそんなに早くから?と聞かれることもありま
すが、それは□□のため。手間暇かけることで、皆さまにお届けできる味があります。[画像:仕込み風
景]」

感謝・節目テンプレ

「【○○周年感謝】
本日、当店は△△周年を迎えます。これもひとえに皆さまのお陰です。本日ご来店のお客様には、ささ
やかですが○○をプレゼントいたします。ぜひお立ち寄りください」

悪天候テンプレ

「あいにくの雨ですね☔  こんな日は、温かい○○がいかがでしょうか。当店では雨の日限定で△△を
用意しています。お足元にお気をつけていらしてください」

キャンペーンテンプレ

「🎁プレゼントキャンペーン🎁
○○(景品)を△名様にプレゼント!
【参加方法】
① @アカウント名 をフォロー
② この投稿をリポスト
【締切】○月○日23:59
【発表】DM通知
皆さまのご参加お待ちしております」

3段スレッドテンプレ(誘導用・最強版)

①親ポスト(Hook ─ リンクなし)

「○○(業種)を△年やってきて、お客様に一番聞かれるのは『□□(よくある質問)』という質問。
実は、(意外な事実)なんです。
正しい答え、ご存じですか?」

②子ポスト(Body ─ 専門知識)

「正しい○○の方法はこの3つ。
①(ポイント1):(具体的説明)
②(ポイント2):(具体的説明)
③(ポイント3):(具体的説明)
(まとめの一言)
[画像:解説図]」
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③孫ポスト(Action ─ ここでリンク)

「詳しい解説と関連情報は、当店ブログにまとめました。
本日の○○情報・予約はこちら
👉 [URL]
#業種タグ #地域タグ」

付録C:用語集

アルゴリズム
投稿が誰にどれくらい表示されるかを決める仕組み。2026年はAI主導。

インプレッション
投稿が表示された回数。多いほど多くの人の目に触れた。

エンゲージメント
いいね・リプ・リポスト・クリックなど、ユーザーの反応総数。

おすすめ(For You)
フォローしていない人の投稿も含めて表示されるタブ。Grokが選ぶ。

フォロー中
自分がフォローしている人の投稿だけが時系列で表示されるタブ。

Grok
2026年Xの中核となったAI。投稿内容を理解し、興味のあるユーザーに届ける。

UGC(User Generated Content)
ユーザー(お客様)が自発的に投稿してくれるコンテンツ。

引用ポスト
他人の投稿に自分のコメントを付けて再投稿する機能。高評価される。

リポスト
他人の投稿を自分のフォロワーに広める拡散機能(旧:リツイート)。

固定ポスト(ピン留め)
プロフィールの最上部に固定表示される1投稿。第一印象を決める。

認証バッジ
青(個人)・金(企業)・灰(政府)の3種類。X Premium加入で取得可能。

X Premium
有料サブスク。ベーシック・プレミアム・プレミアムプラスの3階層。

Verified Organizations(Premium Business)
企業向け認証サービス。金色バッジ、関連アカウント認証など。
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Unregretted User Seconds
「ユーザーがこの時間を使って良かった」と感じる秒数。Xが最大化を目指す指標。

インプレッションゾンビ
無関係な大手投稿に薄いリプを送り続ける行為。アカウント評価が下がる。

ステマ
広告であることを隠した宣伝行為。景表法違反。「#PR」表記が必要。

ハッシュタグ
「#」で始まるキーワード。検索やジャンル把握に使われる。多用は逆効果。

DM(ダイレクトメッセージ)
特定相手に送る非公開メッセージ。問い合わせ対応に使う。

3段スレッド構造
親ポスト(Hook)→子ポスト(Body)→孫ポスト(Action)の3段階で構成する誘導設計。親ポストにURLを
貼らず、最後の孫ポストでリンクを提示することで、アルゴリズムの拡散制限を回避しつつ高いクリッ
ク率を実現する2026年のXの鉄則。

親ポスト(Hook)
スレッドの最初の投稿。タイムラインで最も多く表示される投稿のため、関心を喚起する内容にし、
外部リンクは絶対に貼らない。

─ 本書は2026年4月時点の情報に基づいて執筆されています。
Xのアルゴリズムや仕様は4週間ごとに更新されるため、定期的に最新情報をご確認ください。 ─ 
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